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エピクロロヒドリン（CAS no. 106-89-8） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

エピクロロヒドリンの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験の報告において、精子

の運動性及び精巣への影響を示すことが示唆された。 

 

(１)生殖影響 

 Toth ら(1991)によって、エピクロロヒドリン 6.25、12.5、25mg/kg/day を 23 日間経口投与した

雄 LE ラットへの影響(投与開始から 19 及び 22 日目に交配、投与開始から 25～27 日目に精子

検査)が検討されている。その結果として、6.25mg/kg/day 以上のばく露群で妊孕率、精子検査

における運動精子率の低値、12.5mg/kg/day以上のばく露群で着床率、精子検査における曲線運

動速度、精子検査における直線運動速度、直線性、側頭置換(lateral head displacement)の低値が

認められた。 

想定される作用メカニズム：精子の運動性への影響 

 Toth ら(1989)によって、エピクロロヒドリン 12.5、25、50mg/kg/dayを 21日間経口投与した雄

LE ラットへの影響(投与終了日から２日後に剖検及び精子検査)が検討されている。その結果と

して、12.5mg/kg/day以上のばく露群で精子検査における曲線速度、直線速度、側頭置換(lateral 

head displacement)の低値、精子検査におけるビート・クロス頻度の高値、50mg/kg/dayのばく露

群で精巣上体尾中精子数、精子検査における直線性の低値が認められた。 

また、エピクロロヒドリン 12.5、25、50mg/kg/dayを 21 日間経口投与した雄 LE ラットへの

影響(投与終了後に交配及び交尾行動試験、交配終了 48時間後に剖検及び精子検査)が検討され

ている。その結果として、50mg/kg/day のばく露群で肝臓相対重量、腎臓相対重量、輸精管相

対重量、精巣上体相対重量の高値が認められたが、体重、副腎相対重量、脾臓相対重量、心臓

相対重量、精巣相対重量、付属性腺相対重量、交尾行動試験におけるマウント回数、挿入回数、

マウント潜時、射精潜時、膣栓重量、精液中精子数、精液中形態正常精子率、精液中運動精子

率、精子検査における精巣上体尾中精子数、精巣中精子細胞数、精巣上体尾中形態正常精子率

には影響は認められなかった。 

また、エピクロロヒドリン 25、50mg/kg/dayを３週間(週５日)経口投与した雌 LEラットへの

影響(投与期間中３週間目に非ばく露雄と交配)が検討されているが、妊娠率、同腹新生仔数、

仔動物生存率(４日齢)、新生仔体重、仔動物体重(28、35、42 日齢)には影響は認められなかっ

た。 

想定される作用メカニズム：精子の運動性への影響 

示唆された作用 
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 Kluweら(1983)によって、エピクロロヒドリン 75mg/kgを約 15週齢に単回皮下投与した雄 F344

ラットへの影響が検討されている。その結果として、右精巣上体尾中精子数(投与 25、75 日後)、

右精巣相対重量(投与 25、75日後)の低値、尿排出量(投与１日後)、右精巣上体尾中形態異常精

子発生率(投与 25、75日後)、胸腺相対重量(投与３日後)の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：精巣への影響 
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